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はじめに	
 

	
 

白幡	
 お待たせいたしました。第３回中部高等学術研究所共同研究会「寿命	
 ――	
 無限か再生か」

を始めます。	
 

	
 参加していてもいまだに「寿命」研究会というものがよくわからないという方もおられるかと

思います。「無限か再生か」という副題もついておりますが、どういう方向に行くのか、私にもま

だわかっておりません。理事長である飯吉先生が最初に提案された「人であること」「人間である

こと」という大枠の中には入っていると思うのですが、「寿命」をキーワードにしてそれを考えて

いこうとしているところです。単なる長生きがなぜ推奨されるのか、それが本当に幸せなのかど

うかも含め、寿命のありようを考えることが人間であることの本質を問うことに必ずや近づく、

つながると考えております。とはいえ、あまりそこまで堅苦しく考えずに、まずは「寿命」とい

うキーワードでいろいろな議論ができたらいいのではないかと思います。	
 

	
 今日は京都大学の総長になられた山極寿一先生に来ていただきました。実は夏前に山極さんに

電話をして寿命について話していただけないかとお願いしたのですが、日程調整が全然うまくい

かず、ほとんどの日がだめだと言われておりました。そのころからもう総長候補になっておらた

のでしょう。山極先生は非常に紳士ですから、本当に行ける場合はそう言うけれども、行けるか

どうかと危ぶんでおられたのかもしれません。それで、やっと無理やり日にちをいただきまして、

本日の運びとなりました。	
 

	
 ひょっとすると、その間の総長選についての話をいろいろ聞きたいという方もおられるかもし

れません。聞くところによりますと、山極さんは総長にならないでくれというビラが学生によっ

て貼られたそうで、行った人が驚きの声を上げておりました。実は山極さんは嫌われているので

はないか、褒め殺しをされたのではないかと思ってしまうような話ですが、当然ながらそうでは

ありません。私も若干の不安はあったのですが、やはりわれわれは総長になられても山極さんの

研究の分野でのユニークな発言を期待しておりますので、ぜひお願いしたいということで来てい

ただきました。	
 

	
 細かい略歴については長々と申しませんが、1952年の東京のお生まれで、1975年に京都大学理

学部を卒業され、1980年には博士課程を終えられました。	
 

	
 現在もまだ理学研究科の教授を兼任できているのですか。	
 

山極	
 いえ、もうやめました。教授をやってはいけないそうで、一応教授はやめました。今は大

学経営者ということになっております。	
 

白幡	
 ということは、ひょっとすると山極さんの夢である科研費も取り上げられたとか。	
 

山極	
 科研費は継続しております。	
 

白幡	
 大丈夫でしたか。それはおめでとうございます。ぜひ研究の場に長らく足を置いておける

ような雰囲気でうまく事を運ばれますようお祈りしております。	
 

	
 今日は京都大学霊長類研究の関係者の方々にも来ていただいております。ゴリラ、チンパンジ

ー、ボノボについては即座に専門家から答えが出ますので、いくら質問していただいても結構と

いう状況です。ご承知のように山極先生の専門はゴリラですが、私は先生に成熟社会のありよう

についての研究会のメンバーになっていただき、日本でどういう成熟社会の可能性があるかとい

うような研究をしたこともありまして、非常に幅広い見地から研究を進めておられる先生です。	
 

	
 私が下手な紹介をするよりも実際にお話を聞いていただいたほうがよいかと思いますので、こ
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のぐらいにいたします。時間は60分から90分の間でどうぞいかようにもなさってください。皆

さんのご質問にもできるだけ時間をとりますので、お話が終わりましたら、どのような角度から

でも自由にご発言いただいたらよいかと思います。	
 

	
 それでは、山極先生、どうぞよろしくお願いいたします。	
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「老年期の進化と人間社会の未来」	
 

山極	
 寿一	
 

	
 

山極	
 皆さんこんにちは。ご紹介いただきました山極です。	
 

	
 白幡さんは京都大学の先輩で、研究会でも大変お世話になりました。私の勤めていたモンキー

センターの所長であった四手井先生の係累でもあり、頭が上がらない先輩です。今回も、来いと

言われたら何をおいても行かなくてはならぬということでお邪魔させていただきました。飯吉先

生もおいでいただき、どうもありがとうございます。	
 

	
 

なぜヒトには長い老年期があるのか	
 

	
 今日は「寿命」というお題をいただきましたので、私の分野から何ができるのかと考え、老年

期というものの進化を探ってみることにいたしました。人間は、人間に近いゴリラやチンパンジ

ーといった類人猿から眺めますと非常に珍しい特徴をたくさん持っておりますが、それは人間だ

けを眺めていてはわかりません。人間からちょっと外れて見たときに、人間の不思議さが見えて

まいります。その一つが老年期です。おじいさんチンパンジー、おばあさんチンパンジー、おじ

いさんゴリラ、おばあさんゴリラもいますが、人間ほど長い老年期を持つ動物は、ないとは言い

ませんが非常にまれです。それを過去にさかのぼって調べ、老年期を持つに至った理由を考え、

さらにわれわれが歩んでいく次の時代を考えてみようというわけです。	
 

	
 まず、なぜヒトには長い老年期があるのか。もちろんこれは現代だけの話題ではなくて、昔か

らいろいろな人たちが調べてきました。特に20世紀の終わりごろからは、霊長類学者を含む生物

人類学者たちが、なぜヒトには長い老年期があるのかをよく話題にして討論を始めています。そ

こでは二つの仮説が出されておりますが、その一つは「おばあちゃん仮説」と呼ばれるものです。

祖母が次世代の娘の繁殖を助け、孫の養育を補助することによって繁殖率と生存率を高めた、み

ずからが産むよりも次世代の繁殖を補助したというわけです。これは難産という人間に特有の課

題を背負ってしまったことからきています。後で詳しくご説明しますが、難産は二足歩行をする

ことによって生じた現象で、この課題を背負っているのは人間だけです。もう一つは、子供期と

青年期の延長とその間の生物学的文化的活力の蓄積が寿命を延ばしたという仮説です。つまり、

若い世代の成長期間が延び、その間に体力を蓄え、なおかつ文化力を蓄えたことによって生き延

びる力を得たという考え方です。この２番目の仮説はおばあちゃん仮説の反論として出てきたも

のですが、完全に否定するものではないので今は両方の仮説の検証が始まっていまして、どちら

についても賛成する証拠も反対する証拠も得られています。今日は、この二つの仮説に深く踏み

込むことはせずに、なぜこういう話が出てきたのかということを、人間に近い類人猿、とりわけ

ゴリラを題材にしてご説明しようと思います。	
 

	
 

ヒト科という分類群	
 

	
 前提となるのは、まず「ヒト科」という生物学的な分類群があるということです。「Hominidae」

といいますが、ヒトはサルの仲間ではありません。オランウータン、ゴリラ、チンパンジーなど

類人猿の仲間に入るのですね。簡単に言うと、サルとゴリラとの違いのほうが、ヒトとゴリラと

の違いよりも大きいということです。ですから、われわれは類人猿との共通祖先からいろいろな

特徴を受け継いでいます。われわれが今現在持っている生物学的な特徴は、類人猿と共通である
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ことが多いわけです。そして、それは生物学的な特徴だけではないのかもしれません。なぜなら、

われわれが持っている社会では五感によっていろいろな認知がおこなわれていますから、生物学

的な特徴が似ていれば、それによってつくられる社会や心といったものも似てくるはずなのです。

まずはその特徴を踏まえたいと思います。	
 

	
 これは系統図ですが、1,200 万年ぐらい前にオランウータンの共通祖先が分かれました。これ

は今アジアのほうにすんでいます。それから、900万年ぐらい前にゴリラと分かれ、700万年ぐら

い前にヒトとチンパンジーが分かれたという話になっています。今はちょっとこの時間が後退し

ていますが、大体このようなものです。なぜヒトを真ん中に置くかといいますと、チンパンジー

やボノボのほうが生物学的にずっと先へ行ってしまっている特徴があるからです。私に言わせれ

ば、例えば性の特徴はチンパンジーやボノボのほうがヒトよりずっと進化しています。今日はこ

の話題には深入りしませんが、ゴリラ、オランウータン、ヒトは、まだそういう特徴を示してお

らず、古い特徴を持っているのではないかと思います。	
 

	
 今日の話は、この生活史（ライフヒストリー）のグラフに尽きます。大体の模式図ですが、ヒ

トや動物の一生における成長と繁殖のスケジューリングを図示したものです。「ヒト上科」と書い

てありますが、現在の分類では「ヒト科」と言ってもいいかと思います。一生を乳児期、少年期、

成年期、老年期の四つの期間に分け、０歳から55歳まで刻んでありますが、人間の場合はもっと

もっと寿命が長くなっています。乳児期というのはお乳を吸っている期間です。少年期というの

は、もうお乳を吸うことをやめて大人と同じものを食べるけれども、まだ繁殖能力はついていな

い期間です。成年期は繁殖をしている期間です。そして老年期は繁殖を引退してからの期間です。	
 

	
 ヒト上科のオランウータン、ゴリラ、チンパンジー、ヒトのすべてがこの四つの期間を持って

います。ただし、その長さが違います。オランウータン、ゴリラ、チンパンジーは４～７年とい

う非常に長い間お乳を吸い、離乳するときには永久歯が生えて大人と同じものが食べられるよう

になっています。ところが、なぜかヒトは１～２年という非常に短い期間の間に離乳してしまい

ます。だからといって大人と同じものが食べられる歯にはなっていません。まだエナメル質が薄

くてきゃしゃな乳歯のままです。ヒトにだけこの「子供期」というものがあらわれます。今でこ

そ人工的なものや野菜や調理したもの等、離乳した子供に与えられる食物が身近にたくさんあり

ますが、食料生産をする前の時代には自然のものをそのまま食べることが多かったはずです。食

料生産が始まったのはわずか１万2,000年前の出来事ですから、それより前は離乳期の子供たち

に与える食物があまり身近になかったことでしょう。特別なもの、例えば蜂蜜や柔らかい果実の

ようなものを持ってきて与えなければなりませんから、それには随分コストがかかったと思われ

ます。それほどのコストをかけてなぜ子供期をつくったのか、これは理解に苦しむ話です。	
 

	
 もう一つ、ヒトには、繁殖能力がついても繁殖をしない、あるいは繁殖できない時期がありま

す。これをアドレッセンス、「青年期」といいます。青年期不妊、妊娠できない状態の時代をアド

レッセンス世代と呼ぶのですが、これが人間にははっきりあります。ほかのヒト科の類人猿にも

それが出てくる場合がありますが、一般的に特に雌でははっきりしないことが多いと言われてい

ます。	
 

	
 もう一つの特徴が長い「老年期」です。ヒトだけは繁殖能力を停止してからも20～30年生きま

す。最近では長寿のチンパンジーも報告されていますが、それはまれな現象です。人間は一般的

にかなり長寿です。	
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ヒトの生活史の特徴	
 

	
 この三つの時期は一体どうやってできてきたのでしょうか。人類の進化史の中で独立にあらわ

れたのか、それとも相互に関連し合ってあらわれたのか、それが「寿命」という話を解く大きな

鍵になるかと思います。まとめますと、子供期がある、青年期がある、繁殖能力を喪失しても長

期間生存する、この三つが人間の特徴で、類人猿にはあまりはっきりしていない点であると言え

ます。	
 

	
 青年期というのは、実はとてもおもしろい時期です。これは身長の成長速度をあらわすグラフ

ですが、横軸に年齢、縦軸に１年間に伸びる身長の割合をとっています。女の子が緑色の点線、

男の子が赤色の実線です。生まれたときは身体の成長速度が速く、そこからどんどん遅くなり、

あるときまた成長速度が上がります。このピークが起こる時期が青年期でして、女の子のほうが

男の子よりも２年早く、男の子のほうがピーク値が高いという特徴を持っています。この現象を

「思春期スパート」と言います。	
 

	
 では、乳児の時代に人間の赤ちゃんはなぜ早く離乳時期を迎えてしまうのでしょうか。これに

はいくつかの仮説があります。一番大きな理由は、人間の祖先が安全で豊かな熱帯雨林を徐々に

離れ始めたことにあると思われます。チンパンジーもゴリラもオランウータンも熱帯雨林をほと

んど離れずに生存しています。彼らの祖先を見ましても、熱帯雨林を離れて樹木のない草原へ出

たという証拠はありません。ということは、人間の祖先だけがある時期に何度かにわたって熱帯

雨林を出ていき、最終的にはアフリカ大陸を出てヨーロッパやアジアに広がったと考えられるわ

けです。人間が熱帯雨林を離れることができた理由は何なのでしょうか。逆に、類人猿が熱帯雨

林を離れられなかった理由は何なのでしょうか。	
 

	
 熱帯雨林は一年中食物が豊富で安全な場所です。常緑樹林ですから常に緑の葉っぱがあり、少

なくとも甘い果実が得られます。そして、夜は木に上れば地上性の大型肉食動物から身を守るこ

とができます。オランウータンもチンパンジーもゴリラも大体木の上にベッドをつくります。ゴ

リラだけは地上にベッドをつくることがありますが、これは200キロを超える大きな雄がいる場

合に限られます。雄がいなくなると、雌も子供も木の上にベッドをつくるようになります。豊富

な食物と安全を保障づけられた場所である熱帯雨林を離れると何が起こるかといいますと、乾期

が長くなりますから、その時期は食べ物が得られなくなります。そして、樹木が少なくなります

から、安全な寝場所がなくなります。これにより、まずは子供が狙われたに違いありません。地

上性の肉食動物は幼児を狙いますから、まず幼児死亡率が非常に高まったと考えられます。	
 

	
 これに関連して、近縁の種で森林性とサバンナ性を比べてみると、サバンナ性のほうが多産と

いう特徴を持っています。哺乳類の場合、多産には二つの方法があります。一度にたくさんの子

供をつくるか、一定の時期に何度も子供を産むかです。人間は、サルも類人猿もそうですが一産

一子です。一度にたくさんの子供を産むという方法を編み出した霊長類がいないわけではありま

せんが、非常にわずかです。人間も、一度にたくさんの子供を産むのではなく、何度も子供を産

む方法を考案し、多産にすることによって高まっていく幼児死亡率を補償したはずです。そうす

るためには、赤ちゃんをおっぱいから引き離さなければいけません。なぜなら、おっぱいをやっ

ていますとプロラクチンというホルモンが出て、これが排卵を抑制しますから、子供を産む準備

ができないのですね。子供がおっぱいを飲まなくなって２～３週間するとおっぱいが止まり、プ

ロラクチンが分泌されなくなって排卵が回復し、次の子供を産む準備ができます。人間はそうい

う特徴を持っていますから、年子も産めますし、非常に出産間隔が短いわけです。	
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 人間は子供をたくさんつくるために離乳期を早めたに違いないのですが、先ほど申し上げまし

たように、だからといって大人と同じものを食べられるようになる時期が早まったわけではあり

ませんから、その時期はお乳以外の食物で過ごさなければなりませんでした。特にその時期の人

間の子供は、脳を急速に成長させなければならないという非常に重要な課題を背負っています。

基本的に人間の子供は、生まれてから１年ぐらいで脳が２倍になり、５歳ぐらいまでに大人の脳

の大きさの90％に達すると言われております。それでも成長をやめず、12歳から16歳ぐらいま

で脳は成長を続けます。12 歳から 16 歳というのは、先ほどの思春期スパートの時期ですよね。

つまり、生まれてから数年間は多大なエネルギーを脳の成長に回し、その分身体の成長をお預け

にしておいて、脳の成長が大体止まる時期になると、今度はエネルギーを身体の成長に回して思

春期スパートで急速に身体の成長を加速させるということを始めたのだと考えられます。	
 

	
 人間の生活史の不思議な特徴としては、多産を実現するために離乳期を早めたことと、脳の成

長を優先させるために身体の成長をおくらせ、思春期スパートという現象をつくったこと、この

二つに集約されるのではないかと思います。そして、この人類特有の生活史の秘密は直立二足歩

行と大きな脳にあります。	
 

	
 直立二足歩行は、広範囲に散らばっている植物を集めて仲間のもとに運び、それを分け合って

食べるということに貢献したと思われます。後から申し上げますが、類人猿も食物を分配すると

いう行動は持っております。これはサルと一線を画す行動です。ただし、食物を運ぶということ

はめったにしません。人類の祖先は、熱帯雨林から離れて広い範囲で食物を集め、その場で分配

するのではなくて、どこか安全な場所に持って帰って食べるということを始めたわけです。もち

ろん当初はその場で分配していたのだろうと思いますが、体力の違う子供や雌や雄がまとまって

動くとどうしても一番体力の弱い子供に合わせなければなりませんから、効率が下がります。そ

れで、分担して食物を集め、安全な場所に運んでから分配するということを始めたのでしょう。

そのおかげで幼児死亡率が下がり、人口を増やすことができたのだろうと思います。	
 

	
 しかしその後、脳が大きくなってしまった。非常におもしろいことに、脳が大きくなり始めた

のはわずか200万年前なのですね。直立二足歩行は700万年前に既に証拠がありますから、脳が

大きくなり始めたときには、人間は直立して二足で歩くという歩行様式を完成させてしまってい

たことになります。これが大きな抑制になって脳を３段階で成長させなければならなくなったの

だろうと思います。直立二足歩行のおかげで骨盤の形がお皿状になり、産道の大きさが制限され

るため、あらかじめ脳の大きな子供は産めません。ですから、小さな頭の子供を産んで、生後、

胎児の成長速度で急速に脳を大きくせざるをえなかったわけです。そのために過大な栄養が必要

になって身体の成長がおくれたと思われます。	
 

	
 これは化石人類の脳の大きさを並べたものです。コントロールとして、チンパンジーからオラ

ンウータン、ゴリラまでの平均体重と平均脳頭蓋容量があります。類人猿は体が大きくなるに従

って脳も大きくなります。ただ、それはわずかです。ゴリラの体重はチンパンジーの３倍ぐらい

あるわけですが、脳の大きさは２倍もありません。人類の場合、最初に脳が大きくなり始めたの

はホモ・ハビリスです。「Ａ」と書いてあるのはオーストラロピテクスですが、オーストラロピテ

クスの脳の大きさは類人猿とあまり変わりません。ホモ・ハビリスになってやっと600ccを超え

ます。そこから、ホモ・エレクトス、ホモ・サピエンスと、急激に脳が大きくなっています。体

の大きさはあまり変わらないのに、脳だけが大きくなっているわけですね。脳が大きくなった理

由は時間があれば後からご説明しますが、とにかくチンパンジー、オランウータン、ゴリラとは
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全然違っております。熱帯雨林で大きくなったのではなく、熱帯雨林の外で大きくならざるをえ

ない理由があったのだろうと思います。	
 

	
 

思春期スパート	
 

	
 さて、思春期スパートの時期には急速に繁殖力が身につきます。人間の社会では、このころ同

時に学習によって社会的能力を身につけなければいけません。親元から離れる時期に当たります。

この時期にきちんとした社会的能力を身につけなければ、あとでえらいことになるわけです。そ

して、それがまさに繁殖に参加しようとしている時期であるだけに、非常に微妙な話になってま

いります。このため、繁殖力の発揮をとどめ、繁殖させないということが起こっているのだろう

と思います。	
 

	
 ここで一つおもしろいデータをお見せします。成長速度をあらわすグラフです。横軸の真ん中

に「PHV」とありますが、これは「Peek	
 Height	
 Velocity」、成長速度が一番ピークに達するとき

を示しています。そのピークの時期から、さかのぼること－１年、－２年、－３年、経過するこ

と＋１年、＋２年、＋３年というふうに示してあります。男の子と女の子を比べてみますと、ピ

ークより３年ほど前に脳内で思春期開始のホルモンの分泌が始まるのは男の子も女の子も一緒な

のですが、その後の特徴の発現の仕方が男女で違っておりまして、性差があります。女の子はす

ぐに第二次成長が発現し、女の体になります。おっぱいとおしりが大きくなって、体に丸みが出

てきます。でも、すぐには子供を産めません。初潮が始まるのはその後ですし、大人の排卵頻度

が達成されるのはさらにその後です。女の体になっても子供は産めないという時期が出現します。

男の子のほうは、女の子とは逆です。ひげやすね毛が生えたり、声変わりをしたり、やはり第二

次成長が発現するのですが、それと同時にすぐに精子の生産も始まります。ですから、子供を産

ませることができるわけです。しかし、大人の体にはなりません。男の大人の筋肉が増強し始め

るのはそのずっと後です。	
 

	
 では、なぜ女の子はすぐに女の体になるのに男の子はすぐに男の体にならないのでしょうか。

女の子の場合、すぐに女の体になってそれを精いっぱいアピールするのはいいとしても、すぐに

子供を産んでしまうと、まだ社会的経験がなく、社会的環境が整わないうちに子供をつくること

になります。それで子供を産む時期をおくらせるということが起こったのではないかと考えられ

ます。また、男の子は、すぐに男の体になってしまうと、大人の男同士の戦いに巻き込まれて傷

つくおそれがあります。それを避けるために、社会勉強をして実際にきちんと社会で自立できる

ようになるまで子供の体でいさせて保護するという淘汰圧が働いたのではないかと思われます。	
 

	
 もう一つ、このグラフは雌1,000頭当たりの１年間の出産率を示しています。横軸に年齢、縦

軸にAge	
 specific	
 fertility	
 rateがとってあります。チンパンジーは比較的早く出産を始め、

結構遅くまで続けます。ほかはすべて人間ですが、アメリカの「Hutterites」というバースコン

トロールをしないグループの人たち、「Henry’s	
 13」というこれもバースコントロールをしないグ
ループの人たち、中国の農村に暮らす人たち、「!Kung」というブッシュマンの人たちを見てみま

すと、ピークの高さは違うものの、その位置はみんな一緒になっています。つまり、数値は栄養

条件によって左右されるけれども、出産率が一番高いのは20歳前半から30歳にかけてであると

いうことです。人間の女性は、この時期に猛烈な勢いで子供を産み、その後は急速に出産率が落

ちるという特徴を持っています。むしろチンパンジーより早く落ちます。人間はある時期に集中

して子供をどんどん産むようにつくられていると言っても過言ではないと思います。	
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オランウータン、チンパンジー、ゴリラの初産年齢と出産間隔	
 

	
 21世紀の初めごろにオランウータン、チンパンジー、ゴリラの長期観察が成立し、40年を超え

る記録が徐々に比較できるようになってまいりましたので、ここでは初産年齢と出産間隔を比べ

てみております。上の三つがオランウータン、その次の三つがゴリラ、その下にずらっと並んで

いるのがチンパンジーです。一番下に赤で書いてあるのが人間で、狩猟採集民と、そのうちの健

康な人たちです。狩猟採集民は現在貧困にあって非常に栄養状態が悪いという批判があるため、

健康な人たちのデータを出しております。初産年齢は、ゴリラが一番低く、オランウータンとチ

ンパンジーが大体同じで、人間が一番高いことがわかります。人間の場合、農村社会でなければ、

最初に子供を産む年齢は非常に遅いと言えます。そのいっぽうで、出産間隔は人間が一番短いで

すよね。人間は、産めるようになるまでに大変時間がかかるにもかかわらず出産間隔は非常に短

く、一旦産み出すと何度も子供を産むという特徴を持っていることがわかります。	
 

	
 思春期スパートということを先ほど申し上げましたが、この現象は人間以外の霊長類にはあま

り見られません。ただし、ゴリラ、チンパンジー、オランウータンの雄には急速に身体が成長す

る時期があります。雌に関しては、チンパンジーですごくおもしろい研究がなされております。

霊長類研究所にいらっしゃる濱田さんと熊本の宇土にありますチンパンジーセンターで獣医をし

ている鵜殿さんが調べたデータによりますと、雌全体の平均値では思春期スパートが見られない

ものの、成長が遅い雌と成長が速い雌を比べると、成長が遅い雌に思春期スパートが見られるの

です。成長が遅くなるという現象が先にあって、そういう場合には身体の成長が加速して一気に

大人になる時期があらわれるのだろうと思います。人類の進化においても、脳の成長を優先させ

たせいで身体の成長遅滞が先に現象し、そこからある時期に身体の成長が加速するという現象が

出てきたのではないかと考えられます。	
 

	
 もう一つおもしろい例があります。これはオランウータンですが、左側の写真は一般的な雄の

成熟型です。両方のほっぺたに肉のひだが発達し、ひげが長くなって、いかにも不気味な形相で

す。これは縄張りを持つ雄ですが、こういう雄は単独で暮らしていて、ロングコールと呼ばれる

声を発して雌を引きつけます。ただ、雄にはもう一つ、右側の写真のような別の成熟型がありま

す。雌みたいな顔をしておりますが、実は雄なのですね。この雄は肉ひだが発達していませんし、

ひげも伸びていません。まるで若い雄のような姿形をしているのですが、実は成熟しており、実

際に雌と交尾をして子供をつくることもできます。縄張りを持たずロングコールも出さないので

すが、こういう姿の雄がどうするのかといいますと、縄張りをすぐ追い出されることもないので、

いろいろな雄の縄張りを渡り歩いて、そこで出会う雌をつかまえて交尾をするわけです。レイプ

型の交尾と言われますが、そのようにして雌に子供を産ませることができますので、この特徴が

絶えることなく続いてきているのだろうと思います。	
 

	
 ただ、おもしろいことに、縄張りを持つ雄が死亡したりどこかへ行ってしまったりした後、若

い姿形をしていた雄が空いた縄張りへ入っていってそこを引き継ぎますと、途端に縄張りを持つ

雄の顔になるのですね。あっという間にその特徴が出てきて、後戻りはしません。オランウータ

ンが青年期、モラトリアムの時代に雄の性質を発現させないのは、やはり何らかの圧力によって

妨げられているからだろうと思います。恐らく社会的な圧力がかかっていて、既に縄張りの雄が

いると、その雄が存在する以上は大人の雄になれないということで抑えられているわけです。た

だし、実力を発揮できる状態になれば急速に大人の特徴が出てきます。人間もこういう特徴をあ
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る程度あわせ持っている可能性がありますね。現代日本の若い男性は植物的と言われていますが、

ひょっとしたらこういう特徴が出ているのかもしれません。	
 

	
 思春期スパートのころは、統計上、非常に危険な時期としてあらわれます。このグラフは、横

軸が年齢で縦軸が死亡率、点線が男性で実線が女性です。生まれたばかりの赤ちゃんの死亡率が

高いということは、皆さんも経験的にご存じかと思います。その後は、親のケアがどんどん行き

届くので、死亡率もどんどん下がります。ただし、思春期スパートの時期になると死亡率が上が

り始め、思春期スパートの直後ぐらいにピークが来ています。これは、思春期スパートという現

象をうまく乗り切れず、大人のトラブルに巻き込まれたり精神的に病んだりして命を落とす子供

たちが多いことを示しています。ここには自殺も入っているのですが、とてもおもしろいことに、

これには時代による違いも文化や社会による違いもあまりないのですね。社会的環境や文化的環

境による現象ではなく、生物学的な特性に根差した現象であると言えます。思春期スパートとい

う人間特有の現象があるがために、こういう死亡率のピークが出てくるのだろうと思います。	
 

	
 

ヒトの成長の特徴	
 

	
 ヒトの成長の特徴をあげてみますと、まず、エネルギーをどんどん使って成長するというエネ

ルギー戦略よりも、長い時間をかけて成長を遂げていくという時間戦略をとっていると言ってい

いと思います。そして、ヒトの新生児はチンパンジーやゴリラの赤ちゃんに比べてものすごく重

い体重で生まれてきます。これは実はおかしな現象なのです。類人猿の赤ちゃんは脂肪率５％以

下であることが多く、がりがりにやせていますが、人間の赤ちゃんは丸々と太っています。体重

が重いのならば成長して生まれてくるのだろうと普通は思いますが、そうではなくて非常にひ弱

な状態であるにもかかわらず体重だけが重いのですね。これはなぜかというと、大きな脳を急速

に成長させることと関係しています。人間の赤ちゃんが厚い脂肪にくるまれているのは、多分脳

を守るためです。脳も脂肪でできているのですが、エネルギーの供給が停止すると脳の成長が妨

げられますから、脂肪を燃やしてそれをバッファーしようとしているのだと思います。	
 

	
 それからもう一つ、今日の主題に係る話ですが、人間の生活史には繁殖停止後も高い認知能力

が保持されるという特徴があります。このグラフは、横軸が年齢、縦軸が認知能力です。さまざ

まな認知テストの結果が細かなグラフになっているのですが、重要なのは真ん中の平均値です。

人間の場合、認知能力は26歳のピークに向けて急速に向上します。そして、ピークを過ぎても徐々

にしか減少しないと言われています。60 歳、70 歳、80 歳を過ぎても、体力はがたっと落ちます

が、認知能力は落ちないのですね。この認知能力を使った老年期の活躍ということに進化的意義

があるかと思われます。	
 

	
 人間の生活史は早い離乳と遅い成長に特徴づけられます。早い離乳は母親の繁殖力を高めるた

めに、遅い成長は脳の増大に伴って起こった現象ですが、この二つを支えるために共同保育が不

可欠になりました。少なくとも食物を共有し分配するということが日常的に頻繁におこなわれな

ければならなくなったのだろうと思います。	
 

	
 人間は、人間以外の動物と比べると、実はとても不思議な生活設計、人生設計をしています。

普通、子供の成長や生存を重視するならば、親の生命はおろそかにせざるをえません。それらは

トレードオフになっております。しかし人間の場合、自己の生命維持と子供の成長の両方に多大

なコストをかけます。なぜそういうことが起こるかといいますと、子供の生存率が親の生存率に

かかっているからです。親が生存していることが、子供が生存し成長するのに不可欠な要素なの
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です。ですから、普通ならそれらはトレードオフになるはずなのに、そうはなっておりません。

両方生かそうとするわけですね。もう一つ、大きな脳を発達させ、学習に大きなエネルギーを割

くということがあります。そして、多産という能力を持っているにもかかわらず、いろいろな状

況や条件に応じて繁殖を自由に変えるという特徴を持っています。こういうことができるように

なったのは、まさに授乳期を縮小させて閉経時期を前倒しし、まだ若くて元気な老年期をつくっ

たからであろうと思います。	
 

	
 

化石証拠	
 

	
 では、こういった特徴はどのぐらいの時期に出てきたのでしょうか。人類進化の歴史をたどっ

てみますと、まず、具体的な証拠としてはっきり寿命の延長があらわれているのは３万年前だと

言われています。それまでは、例外的に長く生きる人はいたのかもしれませんが、いわゆる老年

期というものはありませんでした。老年と言われる人たちが遺跡にきちんと骨となって残ってく

るのが３万年前からです。子供期の出現は220万年前です。脳が大きくなるよりちょっと前に離

乳が早くなっております。そして、思春期スパートがあらわれ、青年期が出現したのが78万年前

と言われています。現代人の脳の大きさに達するのが40～60万年前ですから、それよりちょっと

前に青年期が出現したということになります。現代人よりちょっと前のホモ・ハイデルベルゲン

シスというネアンデルタール人との共通祖先が出てきたころ、まだ現代人レベルには達していま

せんが、はるかに大きな脳が達成され、身体の成長速度がおくれて明確に青年期が出てきており

ます。	
 

	
 おばあちゃん仮説をとるならば、この子供期の出現と軌を一にして老年期が出現するはずです

が、そうでないということは、別の条件がなければ老年期は出てこなかったのだろうと思われま

す。その別の条件とは何かというと、介護です。老年期にはとりわけ歯がなくなります。歯がな

くなるということは、つまりかたい食物が食べられなくなるということで、子供期と一緒の状態

になるわけですね。きゃしゃな乳歯で柔らかいものしか食べられない離乳期の子供と同様に、老

年期にはなかなか自分で食物をとってこられなくなります。だれかが特別な食物を与えなければ

いけないわけですから、きちんとした老年期は介護という現象が出てくるまで確立できなかった

のだろうと思います。	
 

	
 そしてもう一つ、認知能力を使って老年期の人たちが活躍するに当たり、言葉がなければその

威力は小さいものにとどめられていただろうと思います。言葉は時間と空間を越えます。次世代

の人たちが体験していないことを言葉やシンボルを使って伝えることができて初めて、老年期の

人たちの経験が受け継がれ、次世代に生かされます。言葉が出てくるまでは、恐らく次代へ伝え

るということはなかなかできていなかったのだろうと思います。現在の推測によると言語が登場

したのは数万年前から十数万年前と言われておりまして、人類の進化の中では比較的新しいこと

ですが、そういう新しいコミュニケーションツールの登場によって老年期が補強されたのだと思

います。	
 

	
 一つおもしろいデータを紹介しましょう。横軸に年齢、縦軸にネット生産量が刻んであるグラ

フでヒトとチンパンジーとを比べております。このヒトというのは、現代の狩猟採集民、つまり

今でも食料を自分で生産せずに自然の恵みだけに頼って暮らしている人たちのデータです。簡単

に言うと、食物をもらえばマイナス、与えればプラス、その収支のバランスがとれていればゼロ

になります。自分で採集して食べていればずっとゼロということです。チンパンジーは５年間ぐ
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らいお乳を吸うので、その間はずっとマイナスです。しかし、お乳を吸い終わって離乳するとも

う永久歯が生えており、自分で大人と同じものが食べられるのでゼロになります。チンパンジー

は食物を少し分配しますので、その後はちょっとプラスになりますが、食物の授受という点から

言えば、人生の中でそのぐらいの小さな振幅でしかおこなっておりません。これが狩猟採集民に

なりますと、人間はおっぱいをたくさん飲みますので、乳児期はすごくマイナスになります。さ

らに、早く離乳したからといってプラスに転じるわけではありません。大人と同じものは食べら

れませんから、大人はずっと離乳期の子供たちに食物を与え続けなければいけないわけです。６

歳になると徐々に永久歯に変わっていきますが、それでも20歳ぐらいになるまではプラスに転じ

ません。人間は子供の時期が非常に長く、ずっと食物を与えられて育つのです。そして、自分で

食物をとってこられるようになりますと、逆にいろいろな人に食物を与えるようになって、すご

くプラスになります。そして、老年期に近づくにつれてそれが徐々に下降し、マイナスに転じま

す。人生を通じてこういった非常に振幅の大きい食物の授受を経験するわけです。	
 

	
 食物を与えるということについては、実は男と女で随分違っております。狩猟採集民がとって

くる食物の量を男女別に見てみましょう。双方とも物心がつきますと上の子供たちや大人たちに

ついて食物を取りに出かけるようになり、自分がとってきた食物を与えることができるのでマイ

ナスが小さくなっていくのですが、思春期スパートの直後ぐらいに男と女の食料生産にはっきり

とした差が出てまいります。狩猟採集民ですから、男の子は狩猟に行って肉をとってくるように

なるわけですね。肉のほうがエネルギー価が高いので、すぐに大きくプラスに転じます。女の子

は、植物性の食物を集めたりキャンプに行ってお母さんの手伝いをしたりしていて、エネルギー

価の高い食物をたくさん集めることはあまりありません。ただし、ハンティングには体力が必要

であり危険も伴いますから、男性の場合、40 歳を超えると生産量はどんどん下降していきます。

逆に、女性の場合はそこから高まっていくのですね。出産から解放され、広く歩き回って根茎類

などの食物をたくさん集められるようになります。男性よりもずっと長く食物を供給し続けるこ

とができるのです。よって、食物を与えるのはだれかというとき、祖母と父親が人類社会の充実

に貢献したのであろうという仮説を立てることができます。言うなれば、おばあちゃん仮説と父

親仮説です。	
 

	
 

子育てをするオスたち	
 

	
 やはり人類の進化の大きなキーポイントになっているのは子育てだろうと私は思います。霊長

類全般を見渡してみますと、母親の子育てに種による違いはあまりありませんが、雄の子育てに

は非常に大きな種間の違いがあります。例えば、ニホンザルの雄はほとんど子育てをしません。

まれにするものもいますが、一般的にはほとんどしません。雌だけが子育てをします。いっぽう

で、雄が生まれてすぐの子供を抱えて母親顔負けの子育てをするような種もあります。ポケット

モンキーと言われる南米の小さなサルのタマリン、マーモセットは雄が子育てをしますし、ヒヒ

もそうです。ゴリラも乳離れをしたころの子供を雄が一手に引き受けて非常に一生懸命子育てを

します。ヒヒがなぜ子育てをするかというと、子育てをしていれば社会的地位が上がって自分が

攻撃されないからです。自分の遺伝子を受け継ぐ子供でなくとも、子供を抱いていると安全だと

いうことで、子供がパスポートとしての役割をするわけです。ちょっと今日の話題から外れます

ので、この話は置いておくことにいたします。	
 

	
 あとの２例は両方とも、雄が子育てをするとちょっと変わった現象が起こります。タマリン、
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マーモセットの雄がなぜ子育てをするかというと、一度にたくさんの子供を産む種だからです。

基本的に双子や三つ子が生まれるわけですね。しかも、生まれたときの体重が大きい。そうする

と、お母さんひとりで重たい子供を２頭も３頭も抱えて子育てできませんから、雄がすぐさま子

供を背中に乗せて運ぶようになります。雄の子育てが多産ということに関連しているのですね。

ゴリラも雄がかなり熱心に子育てをしますが、こちらは雄が子育てをすることによって子供の離

乳が早くなります。チンパンジーやオランウータンと比べても、チンパンジーは５年、オランウ

ータンは６～７年かかることが多いのですが、ゴリラは３～４年で離乳します。離乳を早めるこ

とに雄の子育てが影響しており、それが多産につながっていることが示唆されます。つまり、人

間の祖先にも、多産をもたらすために雄が子育てに介入するということがあったのではないかと

考えられるわけです。	
 

	
 

性選択ではなく、子ども選択	
 

	
 ゴリラの雄の背中が白いのをシルバーバックというのですが、この特徴は子供にとってとても

大きな魅力になります。子供がお母さんから離れるときに、雄が白い背中を見せて子供の道しる

べになってあげるわけです。そうすると、その背中を頼りにして子供たちがぞろぞろとついて歩

きます。普通、雄だけにあらわれる特徴は「性選択」と言われ、異性から繁殖相手として選ばれ

ることによってその特徴を持った子孫が増えますから、性による選択を受けているとみなされる

わけですが、私は「子供選択」というのもあるのではないかと思っております。自分の子供に選

択され、その子供が生き延びる率が高くなれば、それは性選択と同じような効果を持つわけです。

ゴリラの雄が持っている特徴、あるいは人間の男が持っている特徴も、性選択プラス子供選択を

受けて雄らしい特徴として出てきているのかもしれません。	
 

	
 そういった場面を少しビデオでごらんいただこうと思います。	
 

［映	
 	
 像］	
 

	
 離乳しかかった子供を雌が雄のそばに置いていき、雄が子育てをしているところです。この子

のお母さんたちはもうどこかへ餌を食べに行ってしまっておりまして、雄が辛抱強く子供たちを

背中の上で遊ばせております。最近日本の社会では「イクジイ」という言葉がはやっていますが、

雄が年をとってもずっと集団のリーダーでいられるというのがゴリラの社会の特徴で、それは子

供に慕われているからなのですね。子供がその雄を見捨てないから、年をとってもずっとリーダ

ーでいられるのです。そういう特徴を実は人間も分かち持っているのかもしれないと思っており

ます。	
 

	
 

採食と脳の進化	
 

	
 もう一つ、採食と脳の進化は、両方が手を取り合って進んできたのではないかと思います。巨

大な脳を維持していくために今のわれわれは相当大きなコスト、エネルギーを費やしております

が、食べるシステムを変えないと、これだけ大きなコストがかかる器官は維持できなかっただろ

うと思います。そして、それは社会的な変化をももたらしたはずです。	
 

	
 ここでニホンザルの一般的な餌の食べ方を見てみましょう。弱いサルが餌を食べているところ

に強いサルがやってくると、弱いサルは餌から手を離します。そこで餌を食べ続けると、強いサ

ルに攻撃されるからです。ニホンザルの社会では、必ず弱いサルは強いサルに対して餌を譲りま

す。自分と相手のどちらが強いか弱いかをよくわきまえて行動するというのが、群れ社会で生き
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るニホンザルの非常に重要なルールなのですね。さらにニホンザルは、自分と相手のどちらが強

いか弱いかだけでなく、ほかのサル同士でどちらが強いか弱いかもよくわかっています。ですか

ら、餌を食べているときに自分より強いサルがやってきて困ったら、近くにいる目の前のサルよ

り強いサルに救いを求めるわけです。サルの序列社会では、自分より弱いはずのサルが強そうな

態度を示していると自分の地位が脅かされますから、強いサルはその自分より弱いサルを追いか

けます。すると、救いを求めた一番弱いサルはまんまと餌に手を出せるということになります。	
 

	
 こういうのを猿知恵というのですが、われわれは実はそこに属しているわけではありません。

皆さんの中に「俺もそうするなあ」と思った人がおられたのだとしたら、あなたはサルです（笑）。

しかし、そうでなく、われわれは伊谷原一さんが研究しているボノボや私が研究しているゴリラ

と同じ側に属しているのですね。これはボノボの写真ですが、サトウキビを持っている力の強い

ボノボのところに弱いボノボが餌をねだりに来ております。赤ちゃんを連れていて、手を出して

食物の分配を要求しています。それが彼らの流儀でして、餌が強いほうから弱いほうに渡るわけ

です。この写真のゴリラもそうです。おいしそうな木の皮を背中の白い大きな雄が食べておりま

すが、そこへ子供がやってきて餌をねだると、餌場を譲ってやるということが起こります。	
 

	
 きわめつけに、このチンパンジーの写真をごらんください。雄がサルを捕まえて食べていると

ころへおばさんチンパンジーが３頭やってきて餌をねだったのですね。雄は、ひとり占めするこ

ともできると思うのですが、そうはしないで肉を引きちぎって食べるのを許しております。結果

的には、ここにわれわれ人間と同じような食事の風景が生まれます。同じものを同時に複数で向

かい合って食べる「食事」という現象は、類人猿の世界でしか起きていません。サルの世界では

起きません。でも、人間はそれを頻繁にしております。なぜ好き好んでけんかが起こりそうな状

況をつくるのでしょう。こんな不思議なことはありません。人間だけを見ていてはわからない現

象ですが、それが実は人間の関係をつくっているわけです。	
 

	
 

類人猿とヒトの食物分配	
 

	
 類人猿も食物分配はしますが、相手に要求されなければ分配しません。しかも、大体価値の低

いほうを与えるのですね。ただし、これは強いほうが食べるという行為を抑制しなければ起こり

えないというところでサルとは違っております。つまり、萌芽的共食がここにほの見えるわけで

す。人間はもっと積極的です。相手が要求もしないのに、わざわざ食物を持っていって分け与え

ます。しかも、いろいろな文化や社会で非常に事細かに食事の作法があります。テーブルも決ま

っていますし、テーブルクロスもあるし、食器も違うし、序列も違うし、料理も違う。そして、

エチケットやマナーも違います。ただ、向かい合って一緒に食べるということには変わりありま

せん。やはり食事というものに人間性がしっかりと腰を下ろしているのだろうと思います。その

上にさまざまな脚色がついているということなのでしょうが、それが集団と集団とを分ける大き

な理由になるからこそ、みんなが一生懸命になるわけです。これが人間関係をつくり、トラブル

を沈めて調停をしたりもいたします。食事はまさに社会行為になっているわけですが、そこまで

発達させたからこそ、人間は類人猿には経験しえなかった熱帯雨林の外で生き延びることを達成

できたのだと思います。	
 

	
 

	
 類人猿がたどった道として、チンパンジーやゴリラに見られるように、類人猿も動物や昆虫を

食べるようになりましたし、森林がちょっと粗雑になれば遊動域も大きくなりました。ただし、
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類人猿の段階では、まだ植物や動物を生のまま食べていますので、消化器が大きいのですね。ビ

ヤ樽のような腹をしています。ですから、食べ物を探したり消化をしたりするのに過大な時間を

使い、社会的な関係を調整するような時間をとることができませんでした。そして、安全な森林

の内部にいましたから、繁殖を速めて多産になる必要もありませんでした。よって集団を大きく

する必要もなく、小さいままになっております。	
 

	
 人類は、動物食を取り入れ、どこかで調理や火の使用を始めました。脳が大きくなり始めたこ

ろに火の使用痕が見つかっていますから、そのころから徐々に火の使用が始まっているわけです

が、その結果、消化効率がよくなり、消化に使っていたエネルギーと時間を節約することができ

るようになりました。そして、その節約した時間を脳の成長に回し、また社会交渉に回したから

こそ大きな集団をつくることができ、まだ老年期の存在はなかっただろうと思いますが、ついに

サバンナを制覇しアフリカ大陸を出ることができたのではないでしょうか。なぜ類人猿は熱帯雨

林を出られなかったのかという問いは、逆に言えばなぜ人類は熱帯雨林を出られたのかという問

いであるわけです。	
 

	
 これは、真ん中が現代人、左側がチンパンジー、右側がルーシーの骨格です。ルーシーという

のは、まだ脳がチンパンジー並みに小さかったころのオーストラロピテクスと呼ばれる化石人類

です。かなり正確なスクリーニングができていまして、このように骨格が図示されております。

何が違って何が一緒かと見てみますと、二つの特徴があります。一つは骨盤の形です。ルーシー

と現代人が一緒で、チンパンジーだけが違います。これはルーシーが直立して二足で歩いていた

ことをあらわします。もう一つは肋格の形です。チンパンジーとルーシーは一緒で、現代人だけ

が違います。これはルーシーの脳がまだ小さく、チンパンジーと同じような植物食で、消化にと

ても時間がかかるためにビヤ樽のような腹をしていたことを示しています。現代人は胃腸がとて

も小さくなり、消化にあまりエネルギーを割かずにいられるようになっております。	
 

	
 その具体例をお見せしましょう。これは人類とそれ以外の霊長類の平均的な臓器の重さの比率

です。上から脳、消化器、肝臓、腎臓、心臓です。比べていただくと、肝臓と腎臓と心臓の比率

は変わっていないのですが、人間は脳が大きくなったかわりに消化器が小さくなっております。

脳が大きくなったので消化器が小さくなったのか、消化器が小さくなったので脳が大きくなった

のか、どちらなのかははっきりわかっていませんが、恐らく消化器を小さくしたから脳を大きく

できたというほうが正しいのだろうと思います。人間は脳が大きくなる60万年前よりずっと以前

の260万年前に肉食を増加させています。その証拠が石器でして、最初の石器は武器ではなく、

肉食動物が残した獲物から肉を剥ぎ取るため、あるいは骨を割って中の柔らかい骨髄を取り出す

ための道具だった、つまり食用ナイフだったと考えられております。それによってエネルギー価

の高いものを食べ、消化効率を高めました。さらに火の使用が始まって柔らかいものを食べるこ

とができるようになり、生では食べられない例えばでん粉のようなものをきちんと食料にするこ

とができるようになりました。食べ物の範囲が広がると同時に時間とエネルギーの節約ができ、

その部分を脳に回すことができたということが大きな違いにつながっています。	
 

	
 オーストラロピテクス・アファレンシス、つまりルーシーの時代から現代人に至るまでの脳の

大きさを比べてみると、現代人は今1,500ccぐらいあるのですが、オーストラロピテクスの時代

は350ccぐらいしかありませんでした。そこから時代が進むに従って、いくつか大きな食の変革

があったのだろうと想像できます。一つ目は運搬です。食料を運搬して安全な場所でみんなと一

緒に食べるということが始まりますと、そこで社会組織が生まれ、共同保育が始まります。だか
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らこそ人間は生き延びることができたのだろうと思います。しかし、脳を大きくするためには新

たなエネルギー資源を考えつかなければいけませんでした。それが肉食であり、その効率を高め

たのが火と調理でした。最終的には食料を自力で生産できるようになったのですが、これにより

柔らかくて毒性のない食物をみずから手にすることができるようになったわけでして、食糧生産

は離乳食という点では最高の革命だったと言えるかと思います。	
 

	
 

食物分配行動の進化（「Empathy」、「Sympathy」、「Prosocial	
 Preferences」）	
 

	
 ここからは最近の仮説をご紹介します。食物分配行動はまず大人から子供に対して起こり、そ

れが大人同士の間に広がることによって特別な社会性を獲得していったという話です。イェギー

とガーバンが霊長類の食物分配行動を分類しているのですが、まず分配を全くしない種がたくさ

んおります。その中から子供に分配する種が出てまいりまして、さらにその中に大人同士（異性

間／同姓間）で分配する種が出てまいります。そしてただ１種だけ、血縁関係にないにもかかわ

らず広範に食物を分配する人間という種があらわれたというわけで、恐らくこの順番で進化した

のではないかと考えられております。	
 

	
 今日はあまり深くご説明しませんが、人間の行動の中には、子育てを通じて大人から子供に与

えられた行動が大人の間にも普及し、それが後に別の意味を持つようになって社会をつくる大き

な要素になったというものがたくさんあります。中でも共感能力は子育てによって大きく鍛えら

れた能力の一つなのではないかと思います。	
 

	
 昨今では「Empathy」、「Sympathy」、「Prosocial	
 Preferences」という三つの能力が言われてい

ます。「Empathy」は「共感」と訳します。「Sympathy」も「共感」と訳すのかもしれませんが、「同

情」という言い方もあります。この二つは、よく似ているもののちょっと違います。例えば、サ

ルにも相手の感じている気持ちはわかり、「Empathy」の能力があると言われています。ただし、

サルは相手が持っている知識が自分のそれと違うことにはなかなか気づきません。ですから、サ

ルの母子を例にとっても、母親は子供が悲鳴を上げればその気持ちはわかるので子供を助けます

が、子供自身が危険に直面していることに気づいていない場合、自分がその危険を知っていても

子供を助けることはしないのです。それで子供が死んでしまうケースがよくあります。つまり、

母親は子供がその危険を知らないことに気づかないのですね。これは「Empathy」を持っているの

に「Sympathy」を発揮することができない例です。類人猿には「Sympathy」の能力もあります。

ただ、自分が知っている知識を仲間が持っていないことはわかっても、そこからあえて助けよう

とするかどうかといいますと、助ける場合もありますが、人間に比べたら圧倒的に少ないと言え

ます。しかも、その能力は主に血縁者に対してのみ発揮され、血縁者以外の仲間を助けるという

行動はなかなか出てきません。「Prosocial」、つまり相手を助けようとする社会的な行動は、

「Fairness」、公平であるかどうかという判断と、「Reciprocity」、自分が助けられたからお返し

をする、相手を助けたからお返しをしてもらうというような互酬性や相互扶助の概念が育ってこ

なければ、なかなか起きないのではないかと言われています。	
 

	
 

人間のもつ普遍的な社会性	
 

	
 人間の持つ普遍的な社会性は、「Reciprocal（互酬性）」、「Prosocial（向社会性）」、「Identity

（帰属意識）」の三つだろうと私は思います。この三つとも高い共感能力が必要です。	
 

	
 サルの社会を模式化してみます。一つの群れの中でも、母親と幼児の間には血縁関係がありま
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すから、母親には自分のおなかを痛めて産んだ子供を助けたい、幼児には母親のすぐそばにいて

母親の危険に加勢したいという気持ちがあります。しかし、サルの世界ではなかなか互酬性は見

られません。交尾関係にある雄と雌は一時的にそういった関係になることもありますが、長続き

はしません。群れを一歩離れればやりとりは一切なくなり、帰属意識を捨てて別の社会、別の群

れに入ります。人間は、非常にえこひいきをして助けたいと思う家族という組織を中心に、共同

体内部で互酬的な関係を保って生きています。また、この家族同士が結婚によって相互扶助する

親族になります。そして、その共同体に半永久的な帰属意識を持ちます。長い成長期間にわたっ

て子育てという行為を引き伸ばすことにより、大人同士の間にも家族のような親密な社会性が普

遍化するという現象が起きてきたのではないかと思います。	
 

	
 これは霊長類の系統図ですが、ヒトと小型霊長類のタマリン、マーモセットは「託児・運び両

用型」となっております。託児型というのは子供を育てるのに託児をするグループで、運び型と

いうのは母親以外の個体に赤ちゃんを預けて運ばせるグループです。タマリン、マーモセットは

人間に非常によく似た子育ての仕方をするのですが、ここに親あるいは育児者から子供に対して

出された行為が大人の間に広がる可能性が開けてきます。そういうものが人間にも多々備わって

いるのではないかと思います。	
 

	
 

「ORPs（other	
 regarding	
 preferences）」と共同保育	
 

	
 「ORPs（other	
 regarding	
 preferences）」というのは要するに他人や仲間を思いやる行動で、

プロソーシャルの一つの形式ですが、これに必要なのは高い認知能力ではなく共同保育です。そ

ういった行動をすればするほど、ストレスホルモン値を下げ、心臓疾患を改善させ、免疫系を強

める効果があるとも言われています。これが一番最初に申し上げた、成長期が延長することによ

って人間の体力と文化力が高まり、それが寿命を延ばすことにつながったというボーギンの仮説

につながっているのですね。成長期が延びると、その時期にたくさんの食料が必要になりますか

ら、そのようにして一緒になって子供たちを育てることによって免疫系を強め、老年期になって

も体力を温存できたのではないかと思われます。	
 

	
 人間は老年期の特徴として「子育てに役立つ特徴」と言いかえてもいいようなものをたくさん

持っております。例えば、これは老年期だけの特徴というわけではないのですが、「IDS（Infant	
 

Directed	
 Speech）」といいまして、大人は学習しなくても子供に対して特有な声で話しかけるこ

とができます。赤ちゃんは言葉の意味を理解できるわけではありませんから、言葉のトーンを聞

いて安心感を覚えるのです。文化や社会を越えてそういう働きかけができるというのは、人間に

非常に特異的な特徴だと思います。歌う能力も、身体的に抱いていないにもかかわらず子供に安

心感を与えるコミュニケーションの特徴だと言われています。それから、普通の霊長類は声変わ

りをしませんが、人間の男は思春期に声変わりをします。実はゴリラには声変わりのようなもの

がありますが、声帯が太くなるわけではなく、のどの共鳴袋が大きくなって低い声が増幅されて

大きな声が出るようになるのです。この声が、敵に対して脅威を与えるとともに、子供に安心感

を与えます。人間の世界でも、政治家は声が低いとよく言われます。田中真紀子さんも政治家に

なったら声が低くなりましたよね。低い声は相手に威圧感を与えるとともに安心感を与えるので

す。男の低い声は、もちろん女性に対しても魅力的なのかもしれませんが、子供に対しても効果

的であるわけです。ほかにも仲裁する能力、遊ぶ能力、白髪あるいははげといった特徴がありま

すが、こういう特徴が育ったのは、恐らく女性に対してというよりも子供に対して魅力的だった
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からであろうと思われます。利他性や鈍感性も、逆説的になりますが、年をとればとるほど目立

ってくる特徴です。こういうことが子供の生存価を引き上げるために役立った可能性があるので

はないかと思います。	
 

	
 時間が来ましたので、最後に一つだけお見せします。	
 

［映	
 	
 像］	
 

	
 ガボンで研究をしている野生のゴリラですが、森林から出てきて、森林のパッチの間にサバン

ナ的な景観がある場所を渡ろうとしているところです。ここに人間が森林を出てサバンナに進出

し始めたころのヒントがあるのではないかと思います。22頭のゴリラが渡っています。背中に赤

ちゃんを乗せたお母さんゴリラたちがまとまっていまして、一番先に若い雄が森に入り、何もな

いということが確かめられてからお母さんゴリラたちが入ります。最後尾には背中の白い雄がと

どまっていて、後ろからついてくるものがいないかと見張っているわけですが、この周りには子

供たちがたくさんおります。つまり、乳離れをした子供たちは、お母さんについて歩くのではな

く、背中の白いシルバーバックについて歩いているのです。このシルバーバックが途中で振り返

ります。実は後ろから障害を持った片腕のない子供がついてくるのを待っているのです。来るの

がわかると、歩き出します。しかも、私がすごく驚いたのは、一番最初に入った若い雄が森から

顔を出し、この子が最後に渡るのを監視していたのですね。私たちがいることがわかっているの

で見ているのですが、群れ全体で障害のある子供をきちんと見守っているということがよくわか

りました。	
 

	
 人間の祖先も同様に、危険に直面したときに組織力を強化する必要に迫られ、本来別の目的で

使っていた行動を大人の間に普及させ、それを社会力として育てて人間の社会的な特徴を伸ばし

てきたのではないかと思われます。食物分配や共同防衛というような話ですが、これをうまくつ

なぎ合わせる理論はないものかと今考えているところです。	
 

	
 題目に「人間社会の未来」という言葉も入っておりますので、そちらについてもお話ししよう

と思っていたのですが、今日は専門家の方々もたくさんいらしていますので、それは皆さんとの

討論の中でいろいろと話し合えればと思います。今日の話は『達老時代へ』という本の第１章「老

年期の進化」で詳しく書いております。最近ですと『家族進化論』、『ゴリラは語る』、『野生のゴ

リラと再会する』という本も出しておりますが、最も近刊の『「サル化」する人間社会』の中で未

来の話を少し書いております。お時間とお金のある方はぜひ読んでいただければと思います。	
 

	
 では、これで終わります。ありがとうございました。	
 

白幡	
 どうもありがとうございました。	
 

	
 では、少し休憩をとって質疑応答に入りたいと思いますが、どうしても今の時間帯で聞きたい

というご質問、ご意見がありましたらどうぞ。	
 

小野	
 １点だけよろしいでしょうか。	
 

	
 一番最後に見せていただいた腕を失った子をみんなで守っているという映像はとても感動的だ

ったのですが、あれはゴリラの集団の欲求としては何を求めているのでしょうか。	
 

山極	
 子供を助けたいという気持ちがあるのだと思います。普通それは母親と子供との間に非常

に強く出るもので、サルにも見られるのですが、母と子という間柄でないほかの個体に対して例

えば年上の子供や雄がそういう行動をとるのは非常に珍しいことです。	
 

小野	
 では、必ずしも直感的にそのほうが自分の集団の永続性に有利だと感じたからとかいうこ

とではなくて、もう少し高次元の欲求なのですか。	
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山極	
 そこまではいっていないでしょうね。人間の社会性はかなり複雑で、自己の利益を犠牲に

してでも集団のために行動したりいたしますが、そういう行動は人間以外の生き物ではなかなか

出てこないのではないかと思います。	
 

小野	
 わかりました。	
 

白幡	
 どうもありがとうございました。	
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自由討議	
 

	
 

白幡	
 それでは再開したいと思います。	
 

	
 「寿命」研究会という中で、私などは、年寄りに役割があるのだろうかと不安を抱きながら、

年寄りにも集団における価値があると山極先生に言ってもらえるのだろうと思って聞いておりま

した。大変重厚なお話をいただきましたが、まだ不安は残っておりますので、いろいろお聞きし

たいと思っているところです。	
 

	
 では、ざっくばらんにご意見、ご質問をよろしくお願いいたします。	
 

	
 

人間の劣化	
 ――	
 共感力の高まりと暴力の激化	
 

長島	
 チンパンジーやゴリラとの比較の上で、いろいろ人間のお話をいただきました。今日のお

話だけ聞いておりますと、人間は非常にいい特徴ばかりを持っているように思えるのですが、最

近のパレスチナの様子などを見ておりましても、どうも人間は先生のお話とは随分違う状況にな

っているのではないかという気がいたします。比較の上で人間のほうが悪いようなところはお気

づきになっておられますでしょうか。	
 

山極	
 私は『暴力はどこからきたか』という本を書いているのですが、その中でそういった点に

ついて論じております。	
 

	
 これまでずっと、人間は狩猟によって攻撃性を高め、狩猟に使っていた心と武器とを仲間に向

けて戦争を起こしたと言われてきましたが、それは先史人類学や霊長類学によって否定されてお

ります。戦争というのは人間の進化の上では非常に新しい出来事なのです。狩猟の武器を戦いに

応用したことがはっきりわかるのも数千年のオーダーでして、人間同士の戦いの始まりというの

はずっと最近の話なのだろうと思われます。	
 

	
 そして、今日も少しお話しましたが、共感力を高めたことがマイナスの要素になってしまって

いるところがあるのではないかというのが私の意見です。共感力を高めることにより組織力が強

くなるいっぽうで、組織と組織との間の敵対性はむしろ高まった可能性があります。しかも、記

憶力が高まったおかげで、過去の恨みを現在の世界、現在の自分たちの行動に反映させるように

もなりました。私が特に重要だと思うのは、死者を利用するようになったことです。人間以外の

動物は死者を利用しません。死んでしまった人がしようとしていたことを実現しようとしたり、

あるいは死者に守られている自分というような位置づけをしたり、人間はそういうことをするよ

うになったのですね。その理由は、やはり言葉によるところが大きいと思います。キリスト教で

も聖書に「初めに言葉ありき」と記され、言葉が人間をつくったと言われるわけですが、それま

ではもっぱらいい方向で共感能力、協力行動、組織力といったものを育ててきていたのが、言葉

によって転回点を迎えたのではないかという気がします。もちろん言葉の後には文字が出てきま

したし、今はインターネットの世界になっていて、どんどんコミュニケーション方法が変わって

いるわけですが、その中で、いいことばかりではなく、ネガティブなこともどんどん起きるよう

になったのだろうと思います。	
 

	
 しかし、それまでの人間の進化の中にネガティブなものはそれほど感じられないのですね。と

いうのも、まさに霊長類の中でも人間はチンパンジー、ゴリラ、オランウータンとは違う場所で

進化を遂げてきましたので、必死の時代を生き延びたのではないかと思うのです。もともと類人

猿がサバンナで生き延びた例はありませんから、類人猿の共通祖先から受け継いだ能力を新しい
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環境で生かすことで、人間はさらに新しい能力をつけ加えていったのでしょう。人間の進化の原

動力は狩猟であったとよく言われますが、これは間違いで、逆に人間は四足獣に追い回される時

代をずっと長く経てきております。つまり獲物だったわけです。生き延びるためだけに、獲物と

して必死で自分たちの安全性を高める努力を積み重ねてきたのだと思います。昨今の映画にも宇

宙から来た脅威や怪物にやられそうになる中で弱い人間が力を合わせるとかいう話がとても多い

のですが、そういったモチーフが時代を越えてずっとあるのは、あの時代に人間が味わった襲わ

れる恐怖からいまだに抜け出せていないせいなのではないでしょうか。敵を読みかえただけで、

人間の力を越えた巨大な怪物に襲われながらも命を犠牲にして守り合うのが実は人間にとって崇

高なことであり、ずっとそうあり続けてきたのではないかという気がするのです。人間は英雄で

はなくて、実はずっと被害者であり弱い存在であったのだろうと思います。	
 

長島	
 ありがとうございました。	
 

石原	
 僕が思っていたことも今の長島先生のコメントにとても似ているのですが、「ORPs（other	
 

regarding	
 preferences）」によりストレスホルモン値が低下すると言われましたよね。もしそう

いうことがあるならば、そこからもっとどんどんいい方向に広がるのではないかという期待感が

あります。特にケータイやスマホを手放せない現代の日本の若者を見ていると逆の方向に移って

いるような感じがするのですが、ストレスホルモン値の低下といった具体的なデータがあれば、

僕も高校生などに仲間を思いやることの大切さというそういう話をどんどんしたいと思います。

最近の若者の行動についてコメントを頂けますか。	
 

山極	
 今日はお話ししませんでしたが、人間はコミュニケーションをずっと視覚に頼ってきまし

た。言葉ができてからも、対面して話をすることによって信頼関係を構築してきました。しかし、

ここ20年ぐらいの間で、コミュニケーションが視覚から視覚外の対象に移ってきております。イ

ンターネットも携帯電話もそうです。つまり、面と向かって話をしている相手よりも携帯でつな

がっている仲間のほうが大事になってきたわけです。その場合には、相手の背後にどういう信頼

区分が広がっているのかも見えません。電話もなくて連絡が取りづらい時代には、その人がいる

場所で、視覚的な範囲の中で互いに支え合っている仲間、集団、組織が見えていましたが、今は

直面している相手がどういうネットワークで自分に向かってきているのかがわかりませんから、

それはすごく大きな不安になると思います。「Other	
 Regarding	
 Behavior」の「Other」が分から

なくなってしまうわけです。自分がどういうコミュニティに属しているのか、相手がどういうコ

ミュニティに属しているのか、それを確かめようのないままに、ただただ相手との折衝だけが進

行していくという時代でして、それが不安を増幅していると私は思います。	
 

	
 もう一つ、最近よく言われることですが、今の若者は携帯をずっとオンにしておりますから、

逆に言えばひとりになれないのですね。何かあると必ず相手に聞かなければいけませんし、相手

から問われれば答えなければいけません。常時コミュニケーションをオンにしている状態、つま

りひとりでは決定できない状態になっていて、それが自己というものを薄める作用をしているの

ではないかと言われております。これは私もそうなのではないかと思います。われわれの時代で

すと、人とコミュニケーションをとるときには相手が見えていましたし、一旦自分を引き離して

からまた改めて相手と折衝するというようなことを続けてきたわけで、ずっとつながっている状

態というのはありえませんでした。ところが今ではそれが当たり前で、うちの学生などに聞いて

もずっと携帯をオンにしているとのことですから、全く違う心のあり方が今社会に蔓延しつつあ

るのではないかと思います。	
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脳の進化と社会集団の大きさ	
 

小野	
 今のお話の延長線上にあることなのかどうかわかりませんが、私も人間の社会性や共感性

がこれからわれわれの社会をどう変えていくのだろうと考えておりました。	
 

	
 人間以外の動物ですと、ボスザルがライバルをやっつけるとかいろいろなことがあるにせよ、

それは食欲とか性欲とか自分のDNAを残したいとか、かなり本能的なところに直結した範囲での

行動で、それがある程度満たされれば、そこから先は無関心になるのではないかという気がしま

す。しかし人間の場合、人間の行動も結局は欲求から起こるのですが、ここまで社会性が複雑に

発展し、そこへまた金や宗教や組織が出てきたために、自分が何年生きられるか、何が食えるか、

異性をどれだけどうできるかといったこととは無関係の名誉心やプライドというような欲求のと

ころまでいってしまって、本能に直結しない行動をするようになったのではないかと思います。	
 

	
 今日のお話はとてもおもしろかったのですが、その大きな生物学的な流れというのも、やはり

環境と種と生き方が生態的な特徴に影響を与え、それがまた循環するみたいな話だったかと思い

ます。ただ、そういうものを越えたところで何か変化が起きてしまって、今アンコントーラブル

になりかけているのではないか。これからどうなるかという話について私はそんなことをもやも

やと考えているのですが、人間とは全然レベルが違うにしても、ほかの類人猿たちにも食欲や性

欲など自分の直接的な欲求を越えた何らかのかけら、兆候のようなものがあるのかという点をう

かがえればと思います。	
 

山極	
 細かく見ればあります。例えば、遊びたいとか、近くに座りたいとか、そういう共存に対

する欲望はあります。また、ゴリラはあまりしませんが、チンパンジーは毛づくろいというグル

ーミングをします。あれはチンパンジーにとってとても気持ちのいい社会交渉なのですが、その

相手を求めるときも、だれからしてもらってもいいというわけではなくて、やはり仲のいい相手

がいいようです。	
 

小野	
 それは自分の種やDNAの保存ということと直結しないのですか。	
 

山極	
 直結するかどうかはわかりませんが、どこかでつながっているだろうとは思います。血縁

者などで頻繁にありますから、結果的に血縁者の生存価を上げることになっているのでしょう。	
 

	
 人間の場合、血縁者でもない相手を自分の命を捨ててまで守ろうとしたりするわけで、やはり

不可思議なことがたくさん起こります。たしか社会学のそもそもの出発点も道徳の科学だったは

ずです。道徳というものが一体なぜできたのか、その解釈に困ってダーウィンあたりからフラン

スやイギリスで社会学が始まっているかと思います。道徳というのは、人間社会における動物的

でないもの、動物学的な解釈では解決できないものと考えられますが、これがなかなか難しい問

題なのです。ただ、「Other	
 Regarding	
 Behavior」につながる公平性、対等性、平等というような

精神はチンパンジーにもゴリラにもありますので、それを同じ群れの仲間だけでなくもっと血縁

者以外にまで広げる必要があった人間にそういった特徴が出てきたのではないかと考えられます。	
 

小野	
 人間社会では、自然な動物性から離れた欲求がお金や宗教や政治によって増幅され、それ

がコントロールできなくなったためにおかしなことが起きているのではないかという気がします。	
 

山極	
 そうですね。	
 

	
 今日は時間がなくてお話しできなかったのですが、脳が大きくなった理由もいろいろ取り沙汰

されております。そのうちの一つに、新皮質の部分が増大したために脳が大きくなったという仮

説があります。そして、人間以外の霊長類で脳の新皮質の割合を調べ、それと相関するパラメー

ターを見れば人間の脳が大きくなった理由がわかるのではないかということで、そのパラメータ
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ーを集団の規模であると発見した人がおります。ロビン・ダンバーというイギリス人の霊長類学

者です。350 万年前に生きていたオーストラロピテクス・アファレンシスという人類の祖先、ル

ーシーはチンパンジーとほぼ同じ30～50名の集団サイズの社会で暮らしており、それから脳が大

きくなり始めて70～100人になっているので、そこから逆算すると、現代人の脳の大きさなら150

人ぐらいの規模の社会であるはずだと言っております。これをダンバー数といいます。脳の大き

さが集団サイズに匹敵するというのは、つまり社会の複雑さということですね。それぞれの仲間

に対して別々の行動をするに当たり、その個体の性格やしぐさをきちんと覚えていなければいけ

ないわけですが、その覚えていられる範囲が現代人の脳だと150人ぐらいであるということです。

これは現代の狩猟採集民の平均的な村のサイズに匹敵するそうで、比較的正確な数字なのではな

いかと言われております。	
 

	
 すごくおもしろいことに、先ほど数万年から十数万年前に言葉ができたと申しましたが、現代

人の脳の大きさに達したのは40万年から60万年前なのですね。ということは、言葉ができる以

前にその集団サイズに達していたということです。150 人ぐらいの社会を運営するのに言葉は必

要ないわけです。言葉を持たずに、恐らくフェイス・トゥ・フェイスのコミュニケーションを使

って、人間はそのぐらいの規模の社会で暮らしていたのではないかと想像できます。確かに言わ

れてみれば、年賀状を書こうと思ったとき頭に思い浮かぶ顔がそのぐらいの数までですよね。そ

れ以上になると別の情報処理が必要になってきます。あの会社の人だとか、あそこの地域の人だ

とか、そういうラベルが必要になります。大げさに言うと、それが言葉ができた理由なのかもし

れないという感じすらしております。	
 

白幡	
 ほかにいかがでしょうか。	
 

	
 

類人猿における「死の感覚」と「文化的な伝統の萌芽」	
 

加藤	
 一つ簡単なことですが、先ほどの「Empathy」とか「Sympathy」とかいうお話に関係して、

昔、今西先生の研究会のころに、高崎山だったか帝釈峡だったか、子ザルが死んで、母ザルがそ

の死体を抱えて数日間うろたえていたというような話を聞いたことがあります。生きているとい

うことの先にある死の世界について、死の観念とか概念とかいう大げさな話でなく、死の戸惑い

みたいなものはチンパンジーやゴリラの場合どうなのでしょうか。	
 

山極	
 一番長く死児を抱いていた例はチンパンジーで、多分松沢先生がご存じですので、後でち

ょっとお話をうかがえればと思います。	
 

	
 ゴリラについて言えば、数日間程度はありますが、死児をそれほど長く抱くということはあり

ません。死んでしまえば物体なので、それに対して基本的にはあまり執着を示さないのです。死

んだゴリラのところに何度も戻って接触したという例は、２日間だけはあります。ただ、ゴリラ

が死に向かうときは目が見えなくなって耳が聞こえなくなってどんどん体が弱りますから、１日

に移動する距離が極端に短くなりますが、その場合にはみんながそれに合わせますので、ひとり

ぼっちで死ぬことは恐らくないと思います。われわれが持っている死の感覚とは違うのでしょう

が、弱っていく仲間に対して自分たちが合わせるということはします。人間が一番違うのは、死

を最終点とはせず、死を出発点として物事を考えることです。そこは動物的な世界とは全然違う

と思います。	
 

松沢	
 山極さんが振ってくださったので、少しお話をしたいと思います。	
 

	
 私が見ているのはギニアのボッソウという20人ぐらいの小さな群れです。1976年から38年間
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観察しております。アフリカ全体でいうと、今は十年以上観察されているところが18カ所ありま

す。伊谷さんのボノボが４カ所ありますから、全部でいうと22カ所でチンパンジー属を何十年も

見てきておりまして、一番長いゴンベが55年、22カ所の合計延べ年数は426年になっています。	
 

	
 先ごろ、人間がチンパンジーの社会を見てきたこの22カ所の426年間分から、殺人例といいま

すか、チンパンジーがチンパンジーを殺した例を出し合って統計がとられました。『ネイチャー』

に載った今年の論文によりますと、152 例のチンパンジーによるチンパンジー殺しがあったとの

ことで、すごく多いことに僕自身大変驚きました。殺人統計には普通10万人当たりの殺人発生率

が使われるのですが、日本は0.8ぐらいで、１にも満たない数です。世界レベルでは数人単位で

すが、それでも10人未満です。大量殺戮などはまた別の問題になってまいりますので、ここでは

ひとまず簡単にお話ししておきます。	
 

	
 当該の問題へ戻りますと、チンパンジーについてはゴリラ以上に人々の関心が集まり、426 年

という長い間見てきているのですが、殺人が152例あるのに対して、死んだ子供を長く抱いてい

たのは４例しかありません。しかもそれらは全部私の見ているボッソウの例です。ちなみにボッ

ソウでは殺人例はゼロです。ですから、チンパンジーの研究者は結構たくさんチンパンジーがチ

ンパンジーを殺すという現象を見ているのですが、僕にはそういう実感がないわけです。子殺し

がかなり普遍的にあり、仲間殺しもあるはずなのに、ボッソウにはないのですね。そして、この

群れに限って、まるで文化的な行動のように死児を大事にしております。考えてみますと、人が

死んだ後、お隣の韓国では激しく泣きわめくという振る舞いをし、こちらの日本ではただひたす

ら奥歯をかみしめるという振る舞いをしますが、これはホモ・サピエンスに由来しているわけで

はなくて、それぞれの文化に由来していますよね。だとすれば、ボッソウのチンパンジーで４例

見つかっている死児をずっと大事に持つという振る舞いも、ひょっとして文化なのかもしれませ

ん。	
 

	
 アフリカ広しといえども、これまたボッソウのチンパンジーだけが石器を使います。ボッソウ

の20人しかしないことですから、それはチンパンジー学者、霊長類学者の間でも明らかに文化と

して認められております。一組の石を使い、台とハンマーでかたいアブラヤシの種をたたき割っ

て中の核を取り出して食べるのですが、そういう道具の文化があることはみんな認めております。

ただ、情緒的なもの、感情、きずな、さらには加藤先生がお尋ねになった死んだ後へのかかわり

というようなところでも、ひょっとするとチンパンジーに文化的な伝統の萌芽が見られないわけ

ではないのかなとチンパンジー学者としては思います。	
 

	
 

現在の大学の役割	
 ――「知識を学ぶ場」から「考えるプロセス」を学習する場へ	
 

宗宮	
 今の文化の話に関連して、一つお尋ねします。さっきゴリラの雄が背中を遊び場にされな

がらじっと我慢している映像を見せていただきましたが、あのような行動は、その雄が以前どこ

かで見て、そのようにすればリーダーシップがとれるということを学習したのでしょうか。それ

とも、その行動は遺伝的なもので、教えられなくても我慢しているものなのでしょうか。	
 

山極	
 両方だと思います。野生の雄は必ず群れの中で生まれますから、自分もそうやって育った

記憶があるはずです。非常にいい例は動物園のゴリラで、そういう経験を持たずに育って大人に

なったゴリラは、子供に対して邪険にしてしまってうまくつき合えないということが多々ありま

す。非常に重要なのは、雄ですからすごく力が強いのですが、その自分の力を抑制して子供に合

わせ、子供に自由な振る舞いをさせなければいけないということでして、それが自分にとって快
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感でないと、うるさいと思ってしまってはできないわけですね。それには何らかの学習が必要で

す。例えば、動物園ですと交尾のできないゴリラがいたりしますが、これも子供のときに遊んだ

経験がないからなのです。要するに、発情しても身体の力の調節ができず、雌と雄の体は全然違

いますから、一体どうやって合わせたらいいのかがわからなくて交尾ができないわけです。直接

行動を習う必要があるのかどうかはわかりませんが、子供時代に社会的な環境で遊びというよう

なことをきちんと経験していないといけないのだろうという気がします。	
 

宗宮	
 変な質問ですが、そんなお話と関連して先生は大学の教育をどうお考えでしょうか。	
 

山極	
 僕が最近思っているのは、先ほどITというお話をしましたが、今大学は知識を人から人へ

伝える場所ではなくなっているということです。それはなぜかというと、学生たちが必要な知識

は、もうネットに入りさえすればほとんど自分で取ることができるからです。学生は知識を得る

ために大学へ来るわけではない。では何を得るために来るのかというと、人の考え方を学びに来

るのです。情報を組み立ててどういうものをつくるか、どういう考えに至るかというプロセスを

学びに来ます。みんなが講義に一生懸命来るのは、生の声を聞いて、この知識をどう料理するの

だろう、この人は一体何を考えているのだろう、この考えとこの考えはどう結びつくのだろうと

いう、その部分を聞きたいのだと思います。また、実験やフィールドワークのような実践的な技

術を、文字や映像で理解するのではなく、生の体験をしながら学ぶ機会を得たいわけです。実際、

ポケットゼミという対話や実践を重視した少人数の授業は非常に人気があります。	
 

宗宮	
 先生がおっしゃるのは、要するに携帯電話でのコミュニケーションにはないようなものを

学生が求めているという意味でしょうか。	
 

山極	
 今は本も読みませんからね。必要な知識はキーワード検索をすればどんどん出てきますの

で、それでいいわけです。そのほうが直接的で簡単ですし、必要のない知識まで延々と並んでい

るのを全部読んだ上で理解するというような面倒くさいことはしたくない。教科書もほとんど読

みません。ですから、教科書を与えてそのとおりに講義をするという昔ながらの方式ではなかな

か人気が出ないのですね。ほかの考えがおありの方もいらっしゃるかとは思いますが。	
 

	
 

人間の自己家畜化	
 ――	
 密集の危険性と感染症	
 

石田	
 僕は河合雅雄先生からこういうお話を聞いたことがあります。地球上にいる生物にはほと

んど天敵がおり、その天敵にコントロールされているけれども、人間だけは天敵がいないので、

そのかわりに戦争と病気があると。これはきちっとしたところでおっしゃった話ではなくて食事

をしながらのことでしたが、僕は非常にわかりやすいと思ってお聞きしました。それに関連して、

今日ここまでのお話をお聞きして戦争については少しわかったのですが、病気というものについ

ては、ヒト以外の特に類人猿などですと何かヒトと違う特徴があるのでしょうか。	
 

山極	
 実は人間は非常に汚い生物です。いろいろな病原菌にさらされています。しかし、免疫力

も強く薬もありますから治癒いたします。いっぽうゴリラやチンパンジーは、野生で生きている

場合には免疫力も薬もありません。ゴリラもチンパンジーも遺伝的に非常に人間に近いのでほと

んどの人間の病気にかかってしまうのですが、人間の病気にかかるとすぐに死に絶えてしまいま

す。ゴリラもチンパンジーもインフルエンザにかかって随分死にましたし、肝炎にもかかりまし

た。今はエボラ熱がかなり蔓延しておりまして、絶滅した場所もあります。	
 

	
 人間の伝染病はほとんど家畜からきています。ある程度ポピュレーションが大きくならないと

ウイルス性の感染症は効力を発揮しませんから、数が増えない限り伝染病は起きないのです。野
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生のポピュレーションは家畜ほど多くはないので、ウイルスもそこでは自分たちのすみかをつく

れませんでした。しかし、ジャレド・ダイアモンドという人も「家畜がくれた死の贈り物」と書

いておりますが、家畜という温床の中でウイルスが育ち、姿を変えてどんどん人間へとうつって

きたわけです。人間も家畜以上に数がいますから、当然そこでどんどん増えることになります。	
 

	
 おっしゃるように、人間は天敵をコントロールしながらどんどん人口比率を高めてきました。

そして、ある時代までは伝染病もありませんでした。黄熱病なども全部家畜からきています。南

米では高比率で人間がいたにもかかわらず黄熱病はなかったのですが、家畜を飼っていたヨーロ

ッパで黄熱病が起こっていたために、スペイン人が入ったときに黄熱病がうつり、現地の人たち

がものすごく急速に数を減らしたわけで、それがわずかな数のスペイン人で帝国をほろぼすこと

ができたきっかけになったとも言われております。	
 

松沢	
 病気のことからは外れますが、今の山極さんのお話に少し補足いたします。	
 

	
 通例的にシンプルに理解すると、家畜というのは野生種に人間が手を加えることによって人間

に有用な生き物にされたものであると言えます。そのいっぽうで、現代社会において人間が直面

している問題は、人間が人間を家畜化したことから起こっているのではないか。いわゆる自己家

畜化ですね。本来はダンバー数150人ぐらいの集団であるべき特徴へと進化してきた自分自身を、

他の家畜と同じように狭いところに密集して生きていけるようなものに変えてきてしまった。そ

ういう説明はできないものでしょうか。	
 

山極	
 なるほど、十分可能だと思います。	
 

石田	
 今のお話を聞いていて、京都のことについては先生方のほうがお詳しいと思いますが、疫

病を退治するために始まったと言われる祇園祭のことを思い出しました。全然次元の違う話です

が、あれも平安京に人が集まってきたことから疫病退治という発想が出てきたのだろうと思いま

す。今の松沢先生の家畜化のお話は、わかりやすいなと思って聞いておりました。	
 

	
 

人間は「自己家畜化」によって種としての特徴・文化を失うのか	
 

長﨑	
 家畜化については、コンラート・ローレンツという人が昔そっくりなことを言っておりま

すよね。実は僕もついこの間、知り合いにその人の『文明化した人間の八つの大罪』という本を

教えてもらって読んだのですが、まさに家畜化ということを言っていて、おもしろいなと思って

ちょうど今考えているところでした。	
 

	
 山極先生のお話をお聞きして、いつも思っていることを再度思いましたので、あえて挑戦的に

申し上げてみたいと思います。僕は一応メディア論が専門ということになっているのですが、こ

の領域には、「メディアが変化すれば人は変わるのか」という問いを立てた歴史研究がいくつも存

在します。それらの研究では大抵、「メディアによって人間は変わらない」という答えが出ている

のです。新しいメディアが生まれると、いつも「最近の若者は新しいメディアによってだめにな

った」と言われます。恐らく先生方も若いころそう言われたのではないかと思います。しかし、

互酬性の低下ということがずっと言われている中で、それでも人間社会はそれなりにうまくいっ

ております。逆に、学生を見ていると、ものすごく小さいコミュニティの中では、むしろ先ほど

おっしゃった互酬性、向社会性、帰属意識みたいなものがとても強いように僕には思えるのです。	
 

山極	
 どんどん変化はしていると思いますよ。私が言ったのは、今は過渡期であるということで

す。IT社会とそれまでの古いコミュニケーション体系との間にギャップがあり過ぎて、まだいろ

いろな世代が IT 社会に適応し切れていないのだと思います。しかも、IT 社会そのものも、最初
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は広かったのが、今はどんどん小さなものに分かれつつあり、コミュニティ自体が小さくなって

いますよね。また、その使い方が変化すると同時に、認識もどんどん変化しています。例えば、

IT社会では上下関係が生まれにくいというポジティブな特徴があり、若者たちがそれをうまく使

いこなしながらあまり持続性のないコミュニティをつくりつつあると言われています。これをう

まく使えば、古い因習を取り払い、恨みつらみが集団の中に埋め込まれないあっさりした集団を

つくることも可能でしょうから、もしかすると今そちらの方向に向かって動き出しているのかも

しれないわけです。まだ道がよく見えないということで不安が増幅しているのかもしれませんが、

それを克服することが新しい時代へのステップになるのだろうと思います。	
 

長﨑	
 僕が思ったのは、種としての特徴が減殺されていくのが家畜化だとすると、それがITによ

って減殺されるのかどうかはわかりませんが、種としての特徴の減殺と文化による変化との関係

はどうなのかということです。本能と文化をどう区別するのでしょうか。	
 

山極	
 そこはあまり区別できないのだろうと思います。ニッチ構築という話がありますが、クモ

はクモの巣がないと生きられません。クモの巣自体は人工的なもので、巣づくりは生物学的な現

象ですが、そういうニッチを自分で張りめぐらしています。われわれの場合は、文化というニッ

チをつくり、その中で自分たちの生物学的な特徴を伸ばしてきたわけです。ですから、実はほか

の動物がそういうことをしていないわけではなくて、われわれがそれを文化と呼んでいるだけな

のですね。ビーバーが自分たちでダムをつくってその中で生きるように、われわれも環境を自分

たちでつくり変えてきたのであって、それを非常に大規模にやったにすぎません。ただ、一つだ

けほかの動物種と違うのは、もう種分化ができなくなってしまっているということです。人種と

いうのは単なる言葉上の話であって、われわれは生殖的隔離をする道を選ばなかったので、非常

に均一な遺伝子を共有しております。ですから、もはや種分化はできず、新しい種はできないの

だろうと思います。生物学的に今そういう状態になっていることは違う点かと思います。	
 

	
 

「老年期の進化」――	
 少子高齢化社会をいかに生き抜くか	
 

白幡	
 「寿命」につながるような点についてはいかがですか。	
 

飯吉	
 やはり老年期は非常に大事であると思います。特に日本は長寿社会になっておりますが、

こういう社会は恐らく今までにありませんでしたよね。これからどういう面で老人の力が発揮さ

れるのかというとき、今日は子供に対して一番影響力を持つというお話がありましたが、確かに

それもこれからの日本の社会における高齢者の一つの仕事かと思います。ただ、直接的な子供と

か孫とか同僚とかいう話になると、かえっていろいろ問題が複雑になるような気がするのですが、

その辺はいかがでしょうか。	
 

山極	
 人間はずっと多子高齢社会の道を歩んできましたが、最近になって少子が問題になってお

ります。ただ、少子社会というのは実はもう既に達成されておりまして、少子でどういう社会を

つくっていくかという例が類人猿の社会の中にありますので、今はそれを人間が歩んできた道の

上に並べ返すことが求められているのではないかと思います。	
 

	
 人間は、自然にできた群れで暮らすのではなくて、人工的にさまざまな群れをつくることがで

きます。今日は時間がなくてお話しできなかったのですが、人間には生物学的特徴に応じた群れ

サイズがいくつかあります。10～15人の集団から最大で150人ぐらいの集団まで、いくつか生物

学的な資質に合った集団サイズがありますので、今後はそれをどういう構成にしていくかという

ことになると思います。保育園と老人施設を近くにつくり、子供と高齢者を混在させていろいろ
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な生活設計をするとかいうことが最近よく試みられるようになりましたが、やはり壮年と老年、

壮年と子供では時間意識が全然違いますから、そういった時間を考慮した組み合わせが集団づく

りの際には非常に有効だろうと思います。それをどうつくっていくのかが、恐らくこれからの少

子高齢社会を生き抜く一番大きな要素になるのではないでしょうか。	
 

白幡	
 中島先生、手短に何かお願いできますか。	
 

中島	
 本日のお話の中心テーマである「老年期の進化」について、少し前まで人生50年と言われ

た時代から現在の超高齢社会へ移り変わる中で、人間の「老年期」／「高齢期」の種としてのあ

り方も時代とともに随分変わってきているのかなという感じがいたします。そんな中、いわゆる

生物学的な意味での寿命と、そこに人間の文化が重なったような形での寿命、この間の関わり合

いが「老年期の進化」の視点で今後どうなっていくのだろうと思っているのですが、そのあたり

はいかがでしょうか。	
 

山極	
 寿命自体はもうそれほど延ばせないのだろうと思います。例えば、寿命を200歳にすると

かいうことはまず無理でしょう。ただし、体の衰えをカバーする科学技術はどんどん発達し、い

ろいろなウェアラブル装置によって身体的な能力をずっと若いままに保つということは可能にな

っていくと思います。自分の人生としてどういう生き方をするのかということは、そういう科学

技術を使いながら少しずつ変えていけるのではないかと思います。	
 

白幡	
 どうもありがとうございました。	
 

	
 まだいろいろお聞きしたい点はあるかと思いますが、時間を少し回ってしまいました。今日は

本当にありがとうございました。	
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